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風
疹
は
、
妊
娠
中

の
女
性
が
か
か
る

と
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
に
心
臓
の
疾
患
や
精

神
・
身
体
の
発
達
お
く
れ

な
ど
、
先
天
性
風
疹
症
候

群
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
。
昨
年
か
ら
風
疹
の
患

者
数
が
増
加
し
て
お
り
、

国
で
も
今
年
度
か
ら
新
た

な
支
援
を
始
め
た
そ
う
だ
。

そ
の
内
容
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

昨
年
７
月
以
降
、

風
疹
の
患
者
数
が
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
37

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
性
が
、
風
疹
の
公

的
な
予
防
接
種
を
受
け
る

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
風
疹
の
発
生
及

び
蔓
延
を
予
防
す
る
に
は
、

速
や
か
に
当
該
世
代
の
男

性
の
抗
体
保
有
率
を
上
昇

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
の
時
限

措
置
と
し
て
、
全
国
で
原

則
無
料
の
定
期
接
種
を
実

施
し
ま
す
。
市
の
対
象
者

は
４
７
８
８
名
で
、
う
ち

今
年
度
の
対
象
者
は
昭
和

47
年
度
か
ら
53
年
度
生

ま
れ
の
２
０
６
８
名
で
す
。

３
月
29
日
に
抗
体
検
査
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

財
源
の
割
合
や
市

の
負
担
は
。

保
健
福
祉
部
長　

市
の
住
民
健
診
時

に
行
う
場
合
は
３
０
０
０

円
未
満
で
、
医
療
機
関
受

診
時
に
比
べ
て
４
割
程
度

で
す
。
市
の
負
担
は
２
分

の
１
で
す
。

全
国
ど
こ
で
も
検

査
で
き
る
と
の
こ

と
で
、
緊
急
性
の
高
い
対

応
だ
が
な
ぜ
か
。

保
健
福
祉
部
長　

妊
娠
中
の
女
性
の

感
染
に
よ
る
子
供
へ
の
先

天
性
風
疹
症
候
群
の
発
生

を
な
く
す
こ
と
。
ま
た
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
、

国
内
で
の
感
染
の
拡
大
の

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
少

し
で
も
未
然
に
防
ぐ
た
め

で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
外
国
人
の
市
民
に
対
す
る

日
本
語
教
育

・
防
災
ラ
ジ
オ
ア
プ
リ
の
導

入
・
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
の
利
用

・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
導
入

風疹対策
について

委員会視察研修レポート

北海道新幹線朝里トンネル工事について
　小樽市で視察した、北海道新幹線朝里トンネル工
事は、延長4,393ｍのトンネル工事と69ｍの路盤
工事となっています。トンネル本体工事が開始され
て間もないこともあり、掘削工事現場を視察しなが
ら説明いただけました。トンネルの整備方法はナト
ム工法と呼ばれるもので、上曽トンネルの施工方法
と同じであり、工事の進捗状況は１日約３～４ｍで、
現場内は工事車両と歩行者の区分がされており、安
全対策もされていました。上曽トンネル工事は市街
地に近いこともあり、残土運搬車両の通学路通行や、
渋滞時間に配慮した交通安全対策も必要であると感
じました。
　当麻町では、農業後継者問題に対応するアグリサ
ポート事業や、農林業関係窓口を１ヵ所にまとめた
農林業合同事務所を設置するなど、主力産業である
農業に力を入れています。農家やＪＡ等の生産者団
体、行政がうまく連携することにより、地域の農産
物に付加価値をつけ、農家のやる気と収入アップに
つながるような施策を、継続的に進める必要性を感
じました。
　また、千歳市では、災害時対策の一環として、移
動式仮設住宅の視察を行いました。

総務常任委員会
委 員 長　大山和則　　副委員長　飯島洋省
委　　員　林　悦子・相田一良・鈴木裕一・仁平　実
視 察 日　令和元年５月29日（水）～５月31日（金）
出席委員　６名
視 察 先　福井県鯖江市・石川県白山市

建設経済常任委員会
委 員 長　潮田新正　　副委員長　榎戸和也　
委　　員　高田重雄・風野和視・萩原剛志・武井久司
視 察 日　令和元年５月29日（水）～５月31日（金）
出席委員　５名・欠席委員１名　
視 察 先　北海道小樽市・千歳市・当麻町

地域ブランドを生かしたまちづくりについて
　鯖江市は、地域の産業として、めがねフレームが
国内生産シェア９割以上を占めるめがねのまちであ
り、今回視察した福井県眼鏡協会は、めがね業界の
活性化、めがね産地振興などを目的とし、展示会の
運営や産地ブランドの推進、高デザイン高機能商品
の開発、ウェブサイトを通した広報活動など、めが
ね産業のさらなる発展を目指した活動を行っていま
した。
　事務所は10階建ての「めがね会館」内にあり、
館内にはめがねショップやめがねミュージアム、手
づくりめがね工房、地元のスイーツが楽しめるカ
フェやお土産コーナーなどが設置されており、め
がねミュージアムには2010年３月のオープン以来、
９年間で100万人の方が訪れるなど、めがね販売の
拠点であるとともに観光スポットにもなっています。
　さらに鯖江市には、めがねのまちさばえ戦略課が
設置され、市を挙げてめがね産業を応援していまし
た。今後は、市の支援のあり方や産業活性化事業の
推進など、官民一体となった取り組みが必要である
と感じました。
　また、白山市では「白山市観光連盟」の設立の背
景と取り組みについて、視察研修を行いました。

鯖江市・めがねミュージアム 小樽市・朝里トンネル工事現場


